


















研究目的 

 子どもの心身の発育・発達に,親の養育態度が果す役割の大なることについては今更言う

までもないが,最近では未熟な親や父性・母性不在などの問題が,乳幼児健診の場でもしば

しば問題になっている。そうした親の養育態度にみられる歪みにはできるだけ早期の対応

が必要である。そのためには,現在の家庭における親子関係や育児の実態の把握と共に,養

育態度の形成というものがどのような形なり,経過の中で行われるか,という基礎的な研究

や,更にその研究成果に基づいた養育態度を如何様に評価するか,その評価の方策に関する

研究がぜひとも必要であろう。 

 今回の研究は,そうした要請に応えることを目的としたものであり,父母の養育態度の形

成について明らかにすると共に,その評価方法について考察するものである。 


